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健康

市
は
、
み
な
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
お
手

伝
い
す
る
た
め
、
２０
～
４０
歳
代
の
人
を
対
象

に
「
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
Ｙ
ｏ
ｕ
ｒ　

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
」

を
、
６５
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
「
ピ
ン
ピ
ン

教
室
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
コ
ー
ス
」
と
「
い
き
い

き
ク
ラ
ブ
」
を
行
い
ま
す
。

心
も
体
も
健
康
に
過
ご
す
た
め
の
知
恵
を

学
び
ま
せ
ん
か
。

★
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

　

Ｙ
ｏ
ｕ
ｒ　

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
★

き
れ
い
と
若
さ
と
健
康
の
秘
訣
を
学
ぶ
セ

ミ
ナ
ー
で
す
。
自
分
や
家
族
の
健
康
に
興
味

の
あ
る
人
な
ど
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い

日
時
・
場
所
・
内
容
＝
表
１
の
と
お
り

対
象
＝
３
回
以
上（
全
５
回
）参
加
可
能
で
、

市
内
に
在
住
す
る
２０
～
４０
歳
代
の
人

定
員
＝
先
着
３５
人

参
加
費
＝
無
料

申
込
方
法
＝
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
な
お
、
託
児
（
生
後
６
カ
月
か
ら
就
学

前
ま
で
、各
日
先
着
２０
人
）
を
希
望
す
る
人
は
、

申
込
時
に
伝
え
て
く
だ
さ
い

申
込
期
間
＝
９
月
７
日
㈫
～
３０
日
㈭

★
ピ
ン
ピ
ン
教
室

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
コ
ー
ス
★

無
理
な
く
で
き
る
体
力
づ
く
り
・
健
康
づ

く
り
教
室
で
す
。「
運
動
は
苦
手
、
必
要
と
分

か
っ
て
い
る
け
ど
自
宅
で
は
続
か
な
い
」「
最

近
、
体
力
が
落
ち
た
」
と
い
う
人
も
、
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

あ
な
た
の
「
元
気
は
つ
ら
つ
」
を
応
援
し

ま
す
。

日
時
・
内
容
＝
表
２
の
と
お
り

場
所
＝
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
コ
ス
パ
松

井
山
手
店

対
象
＝
自
分
で
来
所
で
き
る
６５
歳
以
上
の

人
定
員
＝
２５
人
。
初
め
て
の
人
を
優
先
し
ま

す
。
多
数
の
場
合
は
抽
選

参
加
費
＝
２
千
円

申
込
方
法
＝
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
し
め
き
り
＝
９
月
１７
日
㈮

★
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
★

毎
日
を
さ
わ
や
か
な
気
分
で
過
ご
す
方
法

や
「
う
つ
」
な
ど
の
気
分
の
変
調
へ
の
対
処

方
法
を
学
ぶ
こ
と
で
、
み
な
さ
ん
が
生
き
が

い
を
見
つ
け
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
す
こ

と
を
目
指
し
ま
す

会
話
や
体
操
を
取
り
入
れ
た
楽
し
い
教
室

で
す
。
ま
た
、
同
志
社
女
子
大
学
の
学
生
が

お
手
伝
い
し
ま
す
。

日
時
・
内
容
＝
表
３
の
と
お
り

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
。
１１
月
２３
日

は
同
志
社
女
子
大
学

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
６５
歳
以
上
の
人

講
師
＝
同
志
社
女
子
大
学
准
教
授
の
日
下

菜
穂
子
さ
ん
。
関
西
福
祉
科
学
大
学
教
授
の

得
津
愼
子
さ
ん

定
員
＝
２０
人
。
初
め
て
の
人
を
優
先
し
ま

す
。
多
数
の
場
合
は
抽
選

参
加
費
＝
無
料

申
込
方
法
＝
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
を
、
電
話
・
ハ
ガ
キ
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
９
月
３０
日
㈭

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

健
康
衛
生
課
（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
京
田

辺
市
田
辺
８０
、
☎
６４
・
１
３
３
５
）

市
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化

補
助
制
度
の
２
次
募
集
を
行
い

ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣

事
業
は
１
次
募
集
で
申
請
が
多

数
あ
り
ま
し
た
の
で
、
募
集
戸

数
を
追
加
し
ま
す
。
木
造
住
宅

耐
震
改
修
補
助
事
業
も
募
集
戸

数
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
か
ら
耐
震
診
断
士
を
派
遣

し
、
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

こ
の
診
断
で
、住
宅
の
耐
力（
評

点
）を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者
＝
住
宅
の
所
有
者
ま

た
は
居
住
者
で
、
市
税
な
ど
を

滞
納
し
て
い
な
い
人

対
象
の
住
宅
＝
市
内
の
木
造

住
宅
で
、
次
の
要
件
す
べ
て
に

該
当
す
る
も
の

▼
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前

に
着
工
し
、
完
成
し
て
い
る
▼

延
べ
面
積
の
２
分
の
１
以
上
を

住
宅
に
使
用
し
て
い
る
▼
自
己

診
断
「
誰
で
も
で
き
る
わ
が
家

の
耐
震
診
断
」
の
結
果
が
１０
点

未
満
で
あ
る
こ
と

必
要
書
類
＝
①
市
木
造
住
宅

耐
震
診
断
士
派
遣
事
業
申
込
書

②
自
己
診
断
結
果
書
「
誰
で
も

で
き
る
わ
が
家
の
耐
震
診
断
」

（
開
発
指
導
課
で
配
布
）
③
建

物
の
所
有
者
・
建
築
年
数
な
ど

が
分
か
る
書
類
（
建
築
確
認
通

知
書
・
住
宅
の
登
記
簿
謄
本
）

募
集
戸
数
＝
先
着
２０
戸

費
用
＝
２
千
円

し
め
き
り
＝
１０
月
１５
日
㈮

耐
震
改
修
工
事
費
用
の
２
分

の
１
（
上
限
６０
万
円
）
を
補
助

し
ま
す
。

対
象
者
＝
住
宅
の
所
有
者
ま

た
は
居
住
者
で
、
市
税
な
ど
を

滞
納
し
て
い
な
い
人

対
象
の
住
宅
＝
市
内
の
木
造

住
宅
で
、
次
の
要
件
す
べ
て
に

該
当
す
る
も
の

▼
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前

に
着
工
し
、
完
成
し
て
い
る
▼

延
べ
面
積
の
２
分
の
１
以
上
を

住
宅
に
使
用
し
て
い
る
▼
建
築

士
に
よ
る
耐
震
診
断
の
結
果
が

１
・
０
未
満
で
あ
る
こ
と
▼
耐

震
改
修
工
事
に
よ
り
評
点
が

０
・
７
以
上
に
な
る
こ
と

必
要
書
類
＝
①
木
造
住
宅
耐

震
改
修
事
業
費
補
助
金
交
付
申

請
書
②
耐
震
改
修
工
事
見
積
書

③
耐
震
診
断
結
果
報
告
書
の
写

し
④
耐
震
補
強
計
画
書
⑤
市
税

な
ど
の
納
税
証
明
書
⑥
そ
の
他

市
長
が
必
要
と
認
め
る
書
類

募
集
戸
数
＝
４
戸

し
め
き
り
＝
１２
月
１７
日
㈮

な
お
、
す
で
に
工
事
着
工
や

契
約
し
た
場
合
は
、
補
助
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
平
成
２２
年
度

か
ら
補
助
要
件
を
緩
和
し
ま
し

た
の
で
、
耐
震
改
修
を
考
え
て

い
る
人
は
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。耐

震
改
修
を
行
う
と
、
税
金

（
所
得
税
・
固
定
資
産
税
）
の

優
遇
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。【

申
込
・
問
合
せ
先
】

開
発
指
導
課
（
☎
６４
・

１
３
４
１
）

市平和都市推進協議会は、8月 6日に非核平和都市
宣言起草委員会を立ち上げ、第 1回の会合を開きまし
た。委員会は、市議や各種団体役員などのほか、公募
で選ばれた市民2人も加わり10人で構成しています。
会合では、委員長に水野市議、副委員長に次田市議

を選んだ後、来年 1月下旬までに起草文案をまとめる
スケジュールなどを決めました。委員からは、「ホー
ムページを充実させて、起草の過程が分かるようにし
た方が良い」などの意見が出ました。
同委員会について、くわしくは、市ホームページ（総

務室）をご覧ください。
【平和メッセージを募集】
同協議会は、非核平和都市宣言の参考とするため、

平和メッセージを募集しています
応募方法＝応募用ハガキ（7月中旬配布のチラシ「平

和について考えてみませんか」から切り取ってくださ
い。市役所・各住民センターなどでも配布しています）
か任意の様式で、郵送・持参・電子メールにより応募
してください
しめきり＝ 9月 30 日㈭
【応募・問合せ先】
京田辺市平和都市推進協議会事務局（総務室内、

〒 610-0393 京田辺市田辺 80、☎ 64-1337、メールア
ドレス soumu@kyotanabe.jp）

自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
に

障
害
者
基
本
計
画（
第
二
期
）を
策
定

市
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
京
田
辺
市
障
害
者
基
本
計
画
策
定
委
員
会
の
協

力
を
得
て
、京
田
辺
市
障
害
者
基
本
計
画
（
第
二
期
）

を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
期
間
＝
平
成
２２
年
度
か
ら
同
２７
年
度
ま
で
の

６
年
間

内
容
＝
国
・
京
都
府
・
市
の
障
が
い
者
施
設
の
流

れ
を
踏
ま
え
、「
す
べ
て
の
人
が
自
分
ら
し
く
暮
ら

し
て
い
け
る
ま
ち
」
を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す

す
べ
て
の
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
望
む
生
活
や
自
主

的
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
を
目
指
す
た
め
、
市

の
障
が
い
者
施
策
全
般
の
目
標
や
方
向
性
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

同
計
画
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま

す
。問

合
せ
先
＝
障
害
福
祉
課
（
☎
６４
・
１
３
７
２
）

市
は
、
歯
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
歯

の
ひ
ろ
ば
を
開
き
ま
す
。

「
か
ら
だ
の
健
康
は
お
口
か
ら
」
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
、
歯
周
病
・
虫
歯
な
ど
は

身
体
全
体
の
健
康
に
も
影
響
を
与
え
ま

す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
と
き
に
も
、
歯
は
相
手
の
受
け
る
印
象

を
左
右
す
る
大
切
な
部
分
で
す
。

正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
方
法
を
学
び
、

歯
科
検
診
な
ど
を
受
け
、
家
族
み
ん
な
の

歯
の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
９
月
１２
日
㈰
午
前
１０
時
～
午
後

２
時午

前
１０
時
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
を
行
い
ま
す
。

場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

内
容
＝
歯
科
検
診
、
相
談
、
歯
磨
き
指

導
、
フ
ッ
素
塗
布
、
パ
ネ
ル
・
幼
児
の
絵

画
の
展
示
な
ど
。
参
加
者
に
は
、
歯
ブ
ラ

シ
を
差
し
上
げ
ま
す

参
加
費
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
健
康
衛
生
課
（
☎
６４
・

１
３
３
５
）

年金

消えた年金記録を早く回復するた
め、年金記録確認第三者委員会で審
議することなく、年金事務所の調査
で記録を回復できる基準が新たに追
加されました。
追加基準＝▼厚生年金で標準報酬
月額の改ざんの疑いがある（6カ月以
上さかのぼって標準報酬月額が大き
く引き下げられている記録が事実に
反していると疑われるなどの条件を
満たす場合）▼厚生年金で脱退手当
金の誤った支給記録がある（昭和 49
年までに発行された厚生年金の被保
険者証に、脱退手当金を支給した表
示〈月〉がないなどの条件を満たす
場合）▼国民年金で 2年以下の記録
漏れがある（保険料納付記録が漏れ
ていると思われる期間が 2年以下で、
そのほかの期間は納付済みであるな
どの一定の条件を満たす場合）
このほかにも、確定申告の控えが

残っている場合や、勤めていた事業
所が廃止された後に厚生年金の加入
記録がさかのぼって変更されている
場合などの回復基準があります。

【ねんきん定期便の年金記録相談会】
ねんきん定期便の内容で不明な点
はご相談ください。
日時＝ 9月 8日㈬・15 日㈬・22 日
㈬午前 9時 30 分～午後 5時（正午～
午後 1時を除く）
場所＝社会福祉センター
必要なもの＝▼ねんきん定期便▼
転職・転居した人は、勤務先名・所
在地・勤務期間・転居前住所などを
歴順に整理したメモなど▼代理人が
相談する場合は、本人の年金手帳・
委任状・代理人の本人確認ができる
もの（運転免許証など）
【問合せ先】
京都南年金事務所（☎075-644-1165）

教
育
委
員
会
は
、
文
化
活
動
を
す
る

団
体
が
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
京
田
辺

市
立
施
設
以
外
で
発
表
す
る
場
合
、
施

設
使
用
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
団
体
＝
市
内
に
活
動
拠
点
を
置

き
、
文
化
芸
術
活
動
を
主
た
る
目
的
と

し
、
本
市
の
文
化
活
動
の
向
上
に
寄
与

す
る
と
認
め
ら
れ
る
団
体

対
象
事
業
＝
合
唱
・
合
奏
・
舞
踊
・

演
劇
な
ど
の
舞
台
発
表

入
場
料
・
協
力
金
な
ど
入
場
者
１
人

に
つ
き
１
千
５
０
１
円
以
上
徴
収
す
る

発
表
会
を
除
き
ま
す
。

対
象
施
設
＝
京
都
市
以
南
に
あ
る
舞

台
ホ
ー
ル
を
備
え
た
施
設

助
成
額
＝
施
設
使
用
料
・
舞
台
設
備

費
な
ど
、
合
計
額
の
２
分
の
１
。
上
限

１０
万
円

申
請
方
法
＝
発
表
会
の
１
カ
月
前
ま

で
に
、
申
請
書
に
開
催
要
項
（
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
・
チ
ラ
シ
な
ど
）
と
収
支
予
算

書
を
添
え
申
請
し
て
く
だ
さ
い

く
わ
し
く
は
、
教
育
委
員
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://www.kyotanabe.

ed.jp/shakai_k/bunka.html

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先
＝
社
会
教
育
課
（
☎

６４
・
１
３
９
３
）

評点＝耐震診
断内容を数値化
し、総合評価し
たもの

平
成
２２
年
４
月
分
か
ら
、「
児
童
手

当
」
に
代
わ
り
「
子
ど
も
手
当
」
を
支
給

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
手
当
制

度
に
な
り
、
新
た
に
支
給
対
象

と
な
る
人
は
、
９
月
３０
日
㈭
ま

で（
申
請
猶
予
期
間
）に
申
請
す

る
と
、
４
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ

り
支
給
さ
れ
ま
す
。
１０
月
１
日

㈮
以
降
に
申
請
し
た
場
合
は
、

申
請
日
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給

と
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る

人
は
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

公
務
員
は
職
場
で
の
申
請
と
な
り
ま

す
の
で
、く
わ
し
く
は
、勤
め
先
の
官
公

庁
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
た
に
支
給
対
象
と
な
る
人

＝
▼
所
得
制
限
で
児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
な
か
っ
た
人
▼
中

学
校
２
・
３
年
生
の
児
童
が
い

る
人な

お
、
４
月
以
降
に
子
ど
も

が
生
ま
れ
た
人
や
本
市
に
転
入

し
た
人
は
、
申
請
猶
予
期
間
の

対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先
＝
こ
ど
も
福
祉
課
（
☎

６４
・
１
３
７
７
）

がんは死亡原因の1位
となっています。しか
し、早期に発見すること
で、治る確率は非常に高
くなっています。この機
会に、検診を受けましょ
う（平成 22 年 4月以降、
検診を申し込んでいる
人は、今回申し込む必要
はありません）。
対象＝市内に在住す
る 40 歳以上の人（昭和
46 年 3月 31 日以前生）
検診時期＝平成23年1月
場所＝保健センター
検診内容・費用＝▼胃
がん検診（問診、胃レン
トゲン撮影・500 円）▼
大腸がん検診（問診、便

潜血反応検査・200 円）
70歳以上の人・平成22

年度市民税の非課税世帯
の人（要申請）など、費
用が免除される場合があ
ります。くわしくは、お
問い合わせください。
申込方法＝ハガキに
希望検診名・氏名・生年
月日・住所・電話番号・
世帯主名を書いて、郵送
してください。電話での
受け付けはしません
しめきり＝ 10 月 29
日㈮（当日消印有効）
申込・問合せ先＝健
康衛生課（〒 610-0393
京 田辺市田辺 80、☎
64-1335）

子育て


